
株主の皆様へ

社長メッセージ
環境変化を踏まえ、
中長期に取組むべき経営課題に注力してまいります。
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株
主
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
当
社
の
経

営
に
ご
理
解
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
度
決
算
の
ご
報
告
に
あ
た
り
、

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第
２
期
中
期
経
営
計
画
、

こ
れ
ま
で
の
成
果

事 業 基 盤の拡 充は着 実に進 展

2012年6月
代表取締役社長 兼 CEO

事
業
環
境
変
化
が
も
た
ら
し
た
課
題

　

一
方
で
、
過
去
２
年
間
の
事
業
環
境
変
化
に

よ
り
、
い
く
つ
か
の
課
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。

　

一
点
目
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
停
滞
に

よ
る
影
響
」で
す
。
円
高
に
よ
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

イ
ン
パ
ク
ト
に
加
え
、
先
進
各
国
で
の
医
療

費
抑
制
の
加
速
が
事
業
成
長
に
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。

　

二
点
目
は
、
主
力
品
で
あ
る「
オ
ル
メ
サ
ル

タ
ン
の
成
長
鈍
化
」で
す
。
欧
州
で
の
薬
価
抑

制
の
影
響
や
、
米
国
で
の
競
合
薬
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
の
影
響
な
ど
に
直
面
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

三
点
目
は「
次
期
主
力
品
の
成
長
シ
ナ
リ
オ

の
変
化
」で
す
。
エ
フ
ィ
エ
ン
ト
は
、
当
初
の
想

定
よ
り
も
伸
長
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

四
点
目
は「
ラ
ン
バ
ク
シ
ー
のFD

A

／
米
国

司
法
省
と
の
交
渉
の
長
期
化
」で
す
。
こ
れ
に

よ
り
本
来
米
国
に
お
い
て
期
待
し
て
い
た
売
上

成
長
、
収
益
貢
献
を
ま
だ
完
全
に
は
実
現
で
き

　

２
０
１
０
年
３
月
の
第
２
期
中
期
経
営
計

画
発
表
以
来
、
私
た
ち
は
、
中
長
期
の
成
長

を
実
現
す
る
た
め
の
事
業
基
盤
の
強
化
・
拡

大
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
大

き
く
３
点
あ
り
ま
す
。

　

一
点
目
は
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
事
業
に
お

け
る「
製
品
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
強
化
」で
す
。

特
に
国
内
で
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

治
療
剤
メ
マ
リ
ー
や
プ
ロ
ト
ン
ポ
ン
プ
阻
害
剤

ネ
キ
シ
ウ
ム（
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
、
逆
流
性

食
道
炎
の
治
療
）の
発
売
、
２
０
１
２
年
４
月

に
は
抗R

A
N

K
L

抗
体
ラ
ン
マ
ー
ク（
多
発
性

骨
髄
腫
に
よ
る
骨
病
変
及
び
固
形
癌
骨
転

移
に
よ
る
骨
病
変
の
治
療
）を
発
売
す
る
な

ど
、
多
く
の
新
製
品
を
市
場
投
入
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル
で
は
、
抗
血
小

板
剤
エ
フ
ィ
エ
ン
ト（
急
性
冠
症
候
群
の
治

療
）の
積
極
的
な
市
場
浸
透
に
も
取
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

二
点
目
は
、「
研
究
開
発
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の

強
化
」で
す
。
特
に
、
エ
フ
ィ
エ
ン
ト
の
追
加

適
応
取
得
の
た
め
の
試
験
、
エ
ド
キ
サ
バ
ン

に
関
す
る
２
つ
の
大
規
模
臨
床
試
験
を
着
実

に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
癌
領
域
を
将

来
に
向
け
て
取
組
む
べ
き
研
究
領
域
と
定
め
、

２
０
１
１
年
に
プ
レ
キ
シ
コ
ンInc.

を
買
収

す
る
な
ど
、
導
入
や
提
携
を
含
め
た
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
過
程
で
獲
得
し
た
外
部
ノ
ウ
ハ
ウ

を
積
極
的
に
取
込
み
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の

研
究
開
発
組
織
の
最
適
化
に
も
取
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
三
点
目
は
、
多
様
化
す
る
医
療

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の「
事
業
領
域
の
拡

大
」で
す
。
国
内
で
は
、
第
一
三
共
が
有
す
る

ノ
ウ
ハ
ウ
や
ブ
ラ
ン
ド
を
積
極
的
に
活
用
し
、

第
一
三
共
エ
ス
フ
ァ（
株
）設
立
に
よ
り
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
市
場
に
参
入
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

北
里
第
一
三
共
ワ
ク
チ
ン（
株
）、
ジ
ャ
パ
ン
ワ

ク
チ
ン（
株
）の
設
立
な
ど
、
国
内
で
の
ワ
ク
チ

ン
事
業
へ
の
本
格
的
な
参
入
を
実
現
し
て
い

ま
す
。こ
う
し
て
当
社
グ
ル
ー
プ
は
、イ
ノ
ベ
ー

テ
ィ
ブ
事
業
に
加
え
、
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
ト

医
薬
品
、
ワ
ク
チ
ン
、OTC

（
薬
局
・
薬
店
で

販
売
さ
れ
て
い
る
一
般
用
医
薬
品
）を
含
む
ユ

ニ
ー
ク
な
事
業
基
盤
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。

社長メッセージ

ハイブリッド
ビジネスの
さらなる進化へ

ハイブリッド
ビジネスの
さらなる進化へ
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こ
う
し
た
環
境
変
化
を
踏
ま
え
、
今
、

新
た
に
中
長
期
に
取
組
ん
で
い
く
べ
き
経
営

課
題
を
整
理
し
、
そ
の
具
体
的
な
打
ち
手
の

策
定
に
向
け
て
取
組
み
始
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
第
一
三
共
が
中
心
と
な
っ
て
取
組

ん
で
い
る「
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ

事
業
の
強
化
」で
す
。
現
在

の
売
上
・
利
益
の
源
泉
で
あ

る
主
力
品
を
如
何
に
維
持
・

伸
長
さ
せ
て
い
く
か
、
そ
し

て
、
次
期
主
力
品
を
早
期

育
成
す
る
た
め
に
何
を
し
て

い
く
べ
き
か
、
さ
ら
に
研
究

開
発
活
動
を
よ
り
活
性
化
さ

せ
る
こ
と
を
含
め
取
組
ん
で

い
ま
す
。
よ
り
充
実
し
た
新

薬
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
創
出
す

る
こ
と
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
合
物
を
確
実
に

承
認
取
得
さ
せ
る
た
め
の
取
組
み
が
重
要
な

課
題
と
な
り
ま
す
。

　

次
に
、「
ラ
ン
バ
ク
シ
ー
事
業
の
成
長
軌

道
回
復
」と「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
進

化
」で
す
。
ラ
ン
バ
ク
シ
ー
事
業
に
お
い
て
大

き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
イ
ン
ド
で
の
確
実

な
成
長
を
実
現
し
、
同
国
Ｎ
ｏ.

１
企
業
を

目
指
す
こ
と
、
ま
た
新
興
各
国
で
ラ
ン
バ
ク

シ
ー
の
企
業
ブ
ラ
ン
ド
を
最
大
限
活
か
し
た

事
業
展
開
を
推
進
し
、
確
実
な
成
長
を
図

る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

２
０
１
２
年
１
月
、
同
意
協
定
書
が
発
効
し

た
こ
と
に
よ
り
、
経
営
上
の
大
き
な
課
題
で

あ
っ
たFD

A

／
米
国
司
法
省

と
の
交
渉
が
ひ
と
つ
の
区
切
り

を
迎
え
た
こ
と
を
受
け
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
を
よ
り
一

層
進
化
さ
せ
て
行
く
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
第
一
三
共
の
イ
ノ
ベ
ー

テ
ィ
ブ
事
業
、
ラ
ン
バ
ク
シ
ー

の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
事
業
の
２
つ

の
事
業
軸
を
強
化
す
る
と
と

も
に
世
界
の
エ
リ
ア
毎
に
そ
の

役
割
を
市
場
特
性
に
合
わ
せ

　

２
０
１
１
年
度
連
結
売
上
高
は
、９
３
８
７
億

円（
前
期
比
３・
０
％
減
）と
な
り
ま
し
た
。
海
外

事
業
と
ラ
ン
バ
ク
シ
ー
が
現
地
通
貨
ベ
ー
ス
で

大
き
く
伸
び
た
も
の
の
、
こ
れ
を
上
回
る
円
高

に
よ
る
目
減
り
が
生
じ
ま
し
た
。
国
内
で
は
新

製
品（
高
血
圧
症
治
療
剤
レ
ザ
ル
タ
ス
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
治
療
剤
メ
マ
リ
ー
、
プ

ロ
ト
ン
ポ
ン
プ
阻
害
剤
ネ
キ
シ
ウ
ム
）や
消
炎

鎮
痛
剤
ロ
キ
ソ
ニ
ン
テ
ー
プ
が
伸
長
し
た
も
の

の
、
導
入
元
な
ど
へ
の
販
売
移
管
※
１
に
よ
る
売

上
減
を
補
う
に
は
至
ら
ず
、
高
血
圧
症
治
療

剤
オ
ル
メ
テ
ッ
ク
、
カ
ル
ブ
ロ
ッ
ク
の
伸
び
悩

み
も
あ
っ
て
減
収
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
合

成
抗
菌
剤
レ
ボ
フ
ロ
キ
サ
シ
ン
の
輸
出
減
に
よ

る
減
収
も
影
響
し
ま
し
た
。

　

営
業
利
益
は
、
売
上
高
減
少
に
加
え
、
新

製
品
対
応
を
中
心
と
し
た
販
売
管
理
費
の
増

加
な
ど
で
９
８
２
億
円（
前
期
比
19 
・
６
％

減
）と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、
ラ
ン
バ

ク
シ
ー
の
為
替
差
損
と
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
評
価

損
の
増
加
で
経
常
利
益
は
７
６
２
億
円（
前
期

比
42
・
２
％
減
）、
ラ
ン
バ
ク
シ
ー
と
米
国
司

法
省
と
の
案
件
解
決
に
向
け
た
引
当
金
繰
入

額
３
９
９
億
円
の
計
上
な
ど
で
当
期
純
利
益

今までにない付 加価 値を創造したい
T o p  M a n a g e m e n t  P r e s e n t a t i o n  R e p o r t  /  2 0 1 2 . 0 5 . 1 4 . M o n

２
０
１
１
年
度
連
結
業
績
の
概
要

経 営 説 明 会 レ ポ ー ト
環
境
変
化
を
踏
ま
え
、

中
長
期
に
取
組
む
べ
き
経
営
課
題　

る
形
で
最
適
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

両
社
が
持
つ
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
や
有
形
無
形

の
さ
ま
ざ
ま
な
資
産
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
今
ま
で
に
な
い
付
加
価
値
を
創
造
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ス
ト
シ
ナ
ジ
ー
効
果

を
さ
ら
に
産
み
出
し
、
第
一
三
共
グ
ル
ー
プ

ト
ー
タ
ル
で
の
収
益
力
向
上
・
利
益
拡
大
へ

の
取
組
み
を
加
速
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

株
主
の
皆
様
へ

　

第
２
期
中
期
経
営
計
画
発
表
時
に
お
示
し

し
た
計
数
目
標
へ
の
到
達
が
難
し
い
こ
と
を
、

大
変
重
く
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

第
一
三
共
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
事
業
の

強
化
、
ラ
ン
バ
ク
シ
ー
の
成
長
軌
道
回
復
、

そ
し
て
両
社
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ

ス
の
進
化
に
よ
り
、
多
様
化
す
る
医
療
ニ
ー

ズ
に
お
応
え
し
つ
つ
、
優
れ
た
成
長
性
・
収

益
性
を
実
現
し
て
い
け
る
も
の
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

　

株
主
の
皆
様
に
は
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
挑

戦
に
ご
期
待
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
第
２
期
中
期
経
営
計
画

発
表
時
に
お
示
し
し
た
計
数
目
標
へ
の
到
達

が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

2012年5月14日、第一三共本社で行われた経営説明会の模 様をダイジェストでお伝え致します。
当日は社 長の中山からの決 算 説 明に加え、研究 開 発 本 部 長のグレン・ゴームリーからは研究 開 発に
ついて、ランバクシー社のアルン・サウニーからはランバクシーの事業戦略についての説明が行われました。

04株主通信Vol.1105 株主通信Vol.11 経営説明会レポート 社長メッセージ



売上高
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予想
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せ
る
こ
と
で
、
今
ま
で
に
な
い
新
た
な
付
加

価
値
の
創
造
と
費
用
低
減
に
向
け
て
具
体
的

な
取
組
み
を
加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

で
は
こ
の
後
、
ゴ
ー
ム
リ
ー
、
サ
ウ
ニ
ー

の
両
名
に
よ
る
ご
説
明
に
移
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

二
点
目
の
要
因
で
あ
る
エ
フ
ィ
エ
ン
ト
で

す
が
、
立
ち
上
が
り
は
遅
れ
た
も
の
の
、
主

要
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
へ
の
使
用
推
奨
追

加
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
が
奏
功
し
て
お

り
、
今
後
も
こ
の
勢

い
の
維
持
拡
大
を
図

り
ま
す
。

　

イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ

医
薬
品
事
業
に
お
い

て
は
現
在
の
売
上
・

利
益
の
源
泉
で
あ
る

主
力
品
の
維
持
・
伸

長
と
次
期
主
力
品
の

早
期
育
成
が
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
さ
ら

に
は
研
究
開
発
活
動

の
活
性
化
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　

三
点
目
は
、
ラ
ン
バ
ク
シ
ー
がFD

A

／

米
国
司
法
省
と
の
問
題
解
決
に
時
間
を
要
し

た
こ
と
に
よ
る
米
国
で
の
売
上
へ
の
影
響
や
、

イ
ン
ド
そ
の
他
の
国
で
の
想
定
し
て
い
た
売
上

水
準
の
未
達
で
す
。
２
０
１
２
年
１
月
26
日
に

発
効
し
た
同
意
協
定
書
の
確
実
な
遂
行
と
早

期
解
決
を
図
り
つ
つ
、
イ
ン
ド
な
ど
新
興
国

市
場
で
の
着
実
な
成
長
に
よ
る
付
加
価
値
の

高
い
事
業
の
積
極
的
な
展
開
、
収
益
性
向

上
へ
の
取
組
み
も
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
第
一
三
共
と
ラ
ン
バ
ク
シ
ー
が
ど

の
地
域
で
、
ど
の
事
業
を
、
ど
の
よ
う
な
役

割
分
担
で
推
進
す
れ
ば
、
グ
ル
ー
プ
の
全
体

最
適
に
つ
な
が
る
の
か
を
よ
り
明
確
に
定
義

し
、
両
社
が
各
々
有
す
る
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ

や
有
形
無
形
さ
ま
ざ
ま
な
資
産
を
組
み
合
わ

は
１
０
４
億
円（
前
期
比
85
・
２
％
減
）と
な

り
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
度
の

業
績
見
通
し
に
つ
い
て

　

当
社
グ
ル
ー
プ
は
、
主
力
の
オ
ル
メ
サ
ル

タ
ン
に
つ
い
て
米
国
で
の
競
合
激
化
は
あ
る

も
の
の
日
本
及
び
欧
州
で
の
成
長
持
続
に
加

え
、
２
０
１
１
年
度
に
発
売
し
た
メ
マ
リ
ー

及
び
ネ
キ
シ
ウ
ム
な
ど
の
日
本
に
お
け
る
新

製
品
に
よ
る
売
上
拡
大
等
に
よ
り
増
収
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
ラ
ン
バ
ク
シ
ー
の

米
国
で
の
ア
ト
ル
バ
ス
タ

チ
ン
の
売
上
寄
与
に
加
え
、

２
０
１
２
年
７
月
よ
り
事
業

開
始
予
定
の
ジ
ャ
パ
ン
ワ

ク
チ
ン
株
式
会
社
の
売
上

寄
与
も
見
込
み
、
連
結
売

上
高
は
、
対
前
年
４
・
４
％

増
収
と
な
る
９
８
０
０
億

円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
利
益
面
で
は
、

エ
ド
キ
サ
バ
ン
を
中
心
に
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
の
充
実
に
研
究
開
発
費
を
投
入

す
る
一
方
、経
費
全
般
の
抑
制
に
一
層
努
め
、

営
業
利
益
は
、
対
前
年
１
・
８
％
増
益
と
な

る
１
０
０
０
億
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
度
は
、
第
２
期
中
期
経
営
計

画（
２
０
１
０
年
度
～
２
０
１
２
年
度
）の
最

終
年
度
に
当
た
り
ま
す
が
、
１
兆
１
５
０
０
億

円
の
売
上
高
の
計
画
に
対
し
、
１
７
０
０
億

円
の
乖
離
が
生
じ
て
い
る
そ
の
ほ
ぼ
半
分
に

相
当
す
る
８
５
０
億
円
が
円
高
傾
向
の
為
替

に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
で
す
が
、
そ
の
他
に
３
つ

の
大
き
な
要
因
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

一
点
目
は
、
オ
ル
メ
サ
ル
タ
ン
の
減
速
で
す
。

特
に
米
国
で
２
０
１
０

年
に
市
場
参
入
し
た
競

合
品
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の

影
響
は
想
像
以
上
に

大
き
く
、
さ
ら
に
本
年

度
も
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
参

入
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

一
方
で
日
本
・
欧
州
で

は
ま
だ
十
分
に
成
長
を

期
待
で
き
る
た
め
、
今

後
も
最
重
要
品
目
と

し
て
売
上
の
維
持
・
伸

長
に
取
組
み
ま
す
。

※
１
：
該
当
す
る
医
薬
品
は
ク
レ
メ
ジ
ン
、
パ
ナ
ル
ジ
ン
、
モ
ー
ビ
ッ
ク
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FT
F

の
機
会
を
い
か
に
価

値
化
す
る
か
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
１
年
11
月
に
発
売
し
た

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
治
療

剤
ア
ト
ル
バ
ス
タ

チ
ン
の
後
発
品

の
実
績
で
ご
覧
い

た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
発
売

４
週
目
に
は
先

発
薬
メ
ー
カ
ー

に
許
諾
さ
れ
た
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ

ド
・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
を
抜
き
、

そ
し
て
６
週
目
に
は
先
発
薬
を

も
抜
い
て
市
場
シ
ェ
ア
１
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
事
業
戦
略
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２

つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
、
ベ
ー
ス
ビ
ジ
ネ
ス
―
―
す
な
わ

ち
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
事
業
で
あ
り
、
私
た
ち
の

本
拠
地
で
あ
る
イ
ン
ド
を
含
む
新
興
国
に
お

け
る
成
長
投
資
を
強
化
し
、
持
続
的
な
利
益

成
長
を
遂
げ
る
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
米

国
市
場
に
お
け
るFT

F

製
品
な
ど
価
値
の
高

い
独
占
権
を
有
す
る
製
品
に
よ
っ
て
、
先
進

国
市
場
に
お
い
て
商
業
性
の
高
い
事
業
機
会

を
獲
得
す
る
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら

　

第
一
三
共
グ
ル
ー
プ
が
真
のG

lobal 
P

harm
a Innovator

と
な
る
た
め
に
重
要

な
こ
と
の
ひ
と
つ
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
イ
ン
ク
ラ

ス
の
薬
剤
か
ら
な
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
確

立
し
、
患
者
さ
ん
や
医
療
関
係
者
、
株
主
へ

の
価
値
提
供
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
、
２
０
１
２
年
度
は
ま

ず
、
後
期
開
発
段
階
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
着

実
に
進
め
ま
す
。
こ
れ
ら
は
今
後
何
年
に
も

わ
た
っ
て
医
療
に
貢
献
し
、
当
社
の
価
値
を

高
め
る
も
の
と
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

よ
り
大
き
な
市
場
で
あ
る
急
性
冠
症
候
群
患

者
の
保
存
的
療
法
の
適
応
症
取
得
を
目
的
と

し
た
大
規
模
臨
床
試
験 T

R
ILO

G
Y

 A
C

S

が
終
了
し
、
２
０
１
２
年
後
半
の
試
験
デ
ー

タ
発
表
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
２
年
度
中
に
は
、
深
部
静
脈
血
栓
塞

栓
症
、
肺
塞
栓
症
患
者
に
お
け
る
血
栓
塞
栓

症
予
防
に
関
す
る
試
験
に
お
け
る
患
者
経
過

観
察
を
終
了
す
る
予
定
で
す
。

肝
細
胞
癌
患
者
を
対
象
と
し
た
フ
ェ
ー
ズ
２

試
験
で
は
非
常
に
素
晴
ら
し
い
結
果
を
出
し

て
お
り
、
本
年
６
月
に
デ
ー
タ
発
表
の
予
定

で
す
。
ま
た
、
非
小
細
胞
肺
癌

患
者
を
対
象
と
し
た
フ
ェ
ー
ズ

３
試
験
で
も
、
今
年
度
の
上
期

に
患
者
登
録
完
了
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
初
期
開
発
品

の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
充
実
も

重
要
で
す
。
私
た
ち
の
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
特
長
は
開
発
の
各

段
階
の
バ
ラ
ン
ス
が
非
常
に
良

く
、
か
つ
、
各
フ
ェ
ー
ズ
に
は

ポートフォリオの充実で
中長 期成長基 盤は
強固に

Ranbaxy Laboratories Limited
CEO & Managing Director

Mr. Arun Sawhney

　

ラ
ン
バ
ク
シ
ー
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
原

動
力
と
し
、
科
学
技
術
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
企
業
で
す
。

　

そ
の
特
長
の
ひ
と
つ
が
研
究
開
発
力
で
す
。

高
度
な
知
識
・
技
能
を
有
す
る
研
究
開
発
担

当
者
、
イ
ン
ド
企
業
最
大
規
模
の
研
究
開
発

投
資
、
そ
し
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
研
究
に
特
化

し
た
施
設
を
活
用
し
、
私
た
ち
は
、
今
ま
で

に
世
界
最
多
規
模
の
承
認
申
請
を
行
っ
て
き

て
お
り
、
ま
た
米
国A

N
D

A

※
３
品
やFTF

※
４

品
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
製
品
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

Mr. Arun Sawhney 
P r e s e n t a t i o n

① 

プ
ラ
ス
グ
レ
ル（C

S
-747

）

② 

エ
ド
キ
サ
バ
ン（D

U
-17

6
b

）

③ Tivantinib

（A
R

Q19
7

）

フ
ァ
ー
ス
ト
イ
ン
ク
ラ
ス
の
可
能
性
の
あ
る

薬
剤
が
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
ア
ス
ビ
オ
フ
ァ
ー

マ
、
Ｕ
３
フ
ァ
ー
マ
、
そ
し
て
プ
レ
キ
シ
コ
ン

な
ど
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
グ
ル
ー
プ
が
創

出
し
た
化
合
物
も
充
実
し
て
お
り
、
近
い
う

ち
に
イ
ン
ド
の
研
究
施
設R

C
I

か
ら
の
貢
献

も
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
癌
領
域
で
は
前

臨
床
も
含
め
、
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
が
充
実
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
創
薬
基
盤
の
強

化
やP

roof-of-concept

※
２
取
得
に
向
け

た
戦
略
的
な
初
期
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推

進
な
ど
を
通
じ
て
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
、
中
長
期
的
な
成
長
基
盤
を
よ
り
強
固

な
も
の
と
し
て
い
き
ま
す
。

の
着
実
な
遂
行
の
た
め
、
ま
ず
は
２
０
１
２

年
１
月
に
発
効
し
た
同
意
協
定
書
に
規
定
さ

れ
た
義
務
の
遵
守
と
最
高
水
準
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
体
制
の
確
立
を
行
う
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
今
後
と
も
第
一
三
共
グ
ル
ー
プ

の
重
要
な
一
員
と
し
て
、
第
一
三
共
と
の
協

働
の
下
、
研
究
開
発
お
よ
び
製
造
の
あ
ら
ゆ

る
段
階
で
生
産
性
と
品
質
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
互
い
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体

に
シ
ナ
ジ
ー
を
創
出
し
、
全
世
界
で
、
高
い

品
質
を
ベ
ー
ス
と
し
た
、
持
続
的
で
、
収
益

性
が
高
く
、
か
つ
成
長
す
る
事
業
を
確
立
し

て
ま
い
り
ま
す
。

Dr. Glenn Gormley
P r e s e n t a t i o n

持続的で
収益 性が高く、
成長する事業を確立

※
2
：
化
合
物
の
開
発
コ
ン
セ
プ
ト
の
妥
当
性
を
確
認
す
る
こ
と
。

Global Head of R&D, 
Senior Executive Officer

Dr. Glenn Gormley

※
3
：
略
式
新
薬
承
認
申
請

※
4
：	First	to	File	

米
国
に
お
い
て
１
８
０
日
間
の
独
占
販
売
期
間
を

	

有
す
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
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Fiscal 2011 Highlight

2011年度ハイライト
　先進国市場と新興国市場の両方をカバーし、あらゆる市場・
医療ニーズの多様化に応える――それが第一三共グループの
成長戦略です。2011年度には、イノベーティブ医薬品事業では
新薬の発売や癌領域のパイプライン充実などが進み、エスタブ
リッシュト医薬品事業、ワクチン事業でもさまざまな進展があり
ました。その一部をご紹介します。

　学校法人北里研究所との間で合弁会社「北里第一三共ワクチン株式会社」を設立し、事業を開
始しました。北里が有するワクチンに関連する高い専門性とノウハウ、そして第一三共の優れた
製品企画力とバイオテクノロジー、ドラッグデリバリーシステム製剤技術などを組み合せること
で同社は、革新的かつ社会ニーズに合致したワクチンの創製と、今後本格化する混合ワクチンビ
ジネスにおける競争力の強化に取組んでまいります。

北里第一三共ワクチン株式会社の設立

　中等度から高度アルツハイマー型認知症の
標準的治療薬のひとつとして、世界70カ国で
使用されているアルツハイマー型認知症治療
剤「メマリー」を発売しました。現在国内で使
用されているコリンエステラーゼ阻害剤とは
作用機序が異なるため、本剤はアルツハイマー
型認知症治療における薬物治療の幅を拡げつ
つあります。

アルツハイマー型認知症治療剤メマリー錠®新発売

　当社が創製した国内初の経口FXa阻害剤であり、次代のグローバル製品として大型化が期待
されているエドキサバンについて、まずは国内で術後静脈血栓塞栓症の適応にて「リクシアナ®」
として発売しました。当社は、本剤が下肢整形外科手術領域における血栓塞栓症予防の新しい
選択肢として医療に貢献できるものと確信しております。

経口FXa阻害剤リクシアナ®錠新発売

　米国食品医薬品局(FDA)より、切除不能または転移性のメラノーマ（悪性黒色腫）治療剤と
して「ゼルボラフ®」の製造販売承認を取得しました。「ゼルボラフ®」 は、2011年4月に子会
社化したプレキシコン社の創製による新規の経口低分子医薬品であり、BRAF遺伝子変異があ
る転移性メラノーマの治療薬として提携先のロシュグループと開発を進めておりました。また、
2012年2月に欧州においても承認を取得しております。

転移性メラノーマ治療剤「ゼルボラフ®」米国販売承認取得

　北里第一三共ワクチン株式会社は、厚生労働省の「第２次 新型インフルエンザワクチン開発・
生産体制整備事業」の「細胞培養法ワクチン実生産施設整備など推進事業」の事業者として採
択されました。公募採択決定により、同社は厚生労働省から交付される助成金を活用して最新
鋭の生産技術を駆使する新工場の建設を進め、国内向け新型インフルエンザワクチンの生産・供
給体制拡充に貢献してまいります。

「第2次新型インフルエンザワクチン開発・生産体制整備事業」
厚生労働省より公募採択

　プロトンポンプ阻害剤「ネキシウム®カプセル10mg、20mg」を
国内で新発売しました。開発・製造を担うアストラゼネカ株式会社
と共同販促を行なっております。「ネキシウム」は、胃酸分泌の最終
過程を担う成分（プロトンポンプ）を選択的に阻害することで、強力
な酸分泌抑制効果を発揮します。両社は、本剤を通じて逆流性食道
炎など酸関連疾患の治療に貢献していきます。

プロトンポンプ阻害剤ネキシウム®カプセル新発売

　第一三共株式会社は、グラクソ・スミスクライン・バイオロジカルズ（ベルギー）およびグラクソ・
スミスクライン株式会社（GSK）との間でワクチン事業に関する戦略的提携を果たし、折半出資
による 合弁会社「ジャパンワクチン株式会社」の設立に合意しました。
　同社は2012年7月より営業開始の予定です。
　グローバルな開発ノウハウと豊富なパイプライン、最先端技術を有するGSKと、日本での開発
ノウハウやワクチンの製造・販売・流通基盤を持つ第一三共の強みを生かし、同社は、日本の乳
幼児から高齢者まで幅広い人々を感染症から守ることを目指します。

ワクチン事業におけるGSKとの戦略的提携

　ランバクシー・ラボラトリーズ社（以下「ランバクシー」）は、米国
にて高コレステロール血症治療剤アトルバスタチンの後発医薬品を
発売しました。同剤は世界最大規模の医薬品であり、ランバクシーは
今回の発売にあたり、180日間の独占販売期間を得ています。

2011年4月1日

2011年6月8日

2011年7月19日

2011年8月18日

2011年8月22日

2011年9月15日

2011年12月1日

　ランバクシーは、インドの工場および過去の申請データに関して米国食品医薬品局（FDA）
から指摘を受けていた問題に関し、FDAとの間で同意協定書を締結しました。これによりラン
バクシーは、データの信頼性を確実にするための手段や方針をさらに強化し、現行の適正製造
基準を遵守することを確約しました。第一三共は、ランバクシーのすべての施設が、法規制を
遵守した高い水準で事業遂行できるよう、引き続き積極的に関与してまいります。

2011年12月21日

2012年3月2日

ランバクシーが高コレステロール血症治療剤
アトルバスタチンを米国で発売

ランバクシーが米国食品医薬品局(FDA)と同意協定書を締結
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合計
709,011
千株

第一三共株式会社
（DAIICHI	SANKYO	COMPANY,	LIMITED）

500億円

医薬品等の研究、開発、製造、
販売及び輸出入

31,929名（連結）

商 号

資 本 金

事 業 内 容

従 業 員 数

会社概要

下記URLにアクセスいただき、「株主様アンケート」のリンクより
アンケートサイトに入り、ご回答ください。（所要時間は5分程度です。）

※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の承諾なしにこれ以外の目的に使用することはありません。

http://www.daiichisankyo.co.jp/ir/data/business/index.html

株 主 の 皆 様 の 声 を お 聞 か せ く だ さ い

企業インフォメーション
役 員

庄田　隆

中山　讓治

采　孟
荻田　健
廣川　和憲
佐藤　雄紀

平林　博
石原　邦夫
金澤　一郎
杉山　清次

代 表 取 締 役 会 長

代表取締役社長兼CEO

取 締 役

社 外 取 締 役

取 締 役

小池　和夫
千葉　崇

山田　昭雄
石川　重明

常 勤 監 査 役

社 外 監 査 役

監 査 役
103社

連結子会社

（2012年6月22日現在）

持株数（千株） 持株比率（％）

■政府及び地方公共団体 38 0.00
■金融機関 304,847 43.00
■金融商品取引業者 30,419 4.29
■その他の法人 45,677 6.44
■外国法人等 195,088 27.52
■個人その他 127,844 18.03
■自己株式 5,095 0.72

所有者別株式分布状況

株主名簿管理人連絡先

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
TEL.0120-232-711（通話料無料）

※各情報は役員の項を除き、2012年3月31日現在のものです。

株式の状況

2,800,000,000株発行可能株式総数

709,011,343株
（自己株式5,093,137株を含む）発行済株式の総数

114,396名株 主 数

株式情報

コーポレートコミュニケーション部お問い合わせ先

03–6225–1125

03–6225–1132

TEL

FAX

〒103–8426　東京都中央区日本橋本町三丁目5番1号　

http://www.daiichisankyo.co.jp/

住 所

WEB

政府及び地方公共団体
0.00％

金融機関
43.00％

金融商品取引業者
4.29％

その他の法人
6.44％

外国法人等
27.52％

個人その他
18.03％

自己株式
0.72％


